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三
田

　
加
奈

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
東
北
伝
承
文
学
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
の
目
的
は
東
北
地
方
の
伝
承
文
学
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
先
駆

け
は
柳
田
國
男
の
「
東
北
文
学
の
研
究
」
に
あ
る
。
こ
れ
に
着
想
を
得
な
が
ら
、
柳
田
の
視

野
に
入
ら
な
か
っ
た
話
題
を
も
取
り
込
み
な
が
ら
構
想
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
源
義
経

の
部
下
の
常
陸
坊
海
尊
伝
説
や
奥
浄
瑠
璃
の
末
席
に
位
置
す
る
『
正
法
寺
開
山
記
』、
語
り
物

文
芸
『
清
悦
物
語
』
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
な
ど
が
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
伝
説
や
昔
話
、
語

り
物
文
芸
を
、
東
北
の
庶
民
が
い
か
に
享
受
し
伝
え
て
き
た
か
を
、
生
活
の
現
場
に
密
着
し

て
解
釈
、
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
セ
ミ
プ
ロ
的
な
語
り
や
囲
炉
裏
端
の
語
り
で
、
人
々

が
い
か
に
こ
う
し
た
文
芸
を
愛
好
し
、
子
や
孫
へ
伝
え
て
き
た
か
の
実
態
に
迫
る
の
が
目
的

で
あ
る
と
い
う
。

08 三田加奈先生.indd   1 2021/02/04   10:01:10



－ 3 － － 2 －

　
本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
序
論
」
を
置
き
、
本
論
を
「
口
承
の
世
界
」
「
書
承
の
世
界
」

に
大
別
し
、
「
口
承
の
世
界
」
を
さ
ら
に
「
常
陸
坊
海
尊
伝
説
の
諸
相
」「
仙
台
藩
の
語
り
物
、

昔
話
」
に
二
分
し
、
「
書
承
の
世
界
」
も
「『
清
悦
物
語
』
の
在
地
性
」「『
鬼
三
太
残
齢
記
』

の
在
地
性
」
に
二
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
本
か
ら
三
本
の
論
文
を
配
置
す
る
と
い
う
体
裁

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
末
尾
に
「
結
論
」
を
置
き
、
そ
の
あ
と
に
「
翻
刻
資
料
」
を
二

本
収
録
す
る
。

　
「
序
論
」
で
は
、
柳
田
國
男
の
研
究
の
特
質
を
整
理
、
確
認
し
、
本
論
文
で
話
題
と
す
る
『
清

悦
物
語
』
や
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
、
ま
た
、『
義
経
記
』
か

ら
民
間
伝
承
へ
と
連
な
る
海
尊
や
、
禅
宗
の
影
響
下
に
あ
る
「
正
法
寺
開
山
記
」
な
ど
の
論

考
の
意
図
を
記
す
。

　
第
一
部
は
常
陸
坊
海
尊
の
伝
説
を
取
り
上
げ
る
。「
海
尊
、
白
石
翁
と
「
仙
人
の
碁
」」
は
、

仙
台
藩
白
石
領
の
阿
子
島
家
に
寄
寓
し
て
い
た
白
石
翁
を
話
題
に
す
る
。
阿
子
島
一
族
は
伊

達
氏
に
敗
れ
、
仙
台
藩
白
石
領
の
傘
下
と
な
る
が
、
な
ぜ
白
石
翁
を
匿
っ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
仙
台
藩
の
儒
学
者
の
遊
佐
木
斎
や
、『
東
藩
野
乗
』
が
、
老
子
の
言
葉
を
引
い
て
賞
賛
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す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
白
石
翁
が
『
東
藩
野
乗
』

で
は
、
武
田
家
の
家
臣
の
曲
淵
正
左
衛
門
と
将
棋
を
し
た
と
い
う
。
中
世
末
期
の
歴
史
人
物

と
時
代
の
異
な
る
人
物
同
士
の
将
棋
は
、
昔
話
「
仙
人
の
碁
」
に
通
じ
る
。
そ
の
白
石
翁
が

常
陸
坊
海
尊
と
並
列
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
儒
学
者
の
周
辺
で
仙
人
的
人
物
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
林
羅
山
以
来
の
関
わ
り
が
あ
る
指
摘
す
る
。

　
続
く
「
修
験
と
儒
者
の
海
尊
伝
説
」
は
、
青
森
県
下
北
半
島
の
恐
山
に
ま
つ
わ
る
海
尊
伝

説
で
あ
る
。
脇
野
沢
、
仏
ヶ
浦
か
ら
恐
山
へ
の
道
筋
に
あ
る
寄
浪
に
「
海
尊
社
」
が
あ
り
、

こ
の
浜
の
「
子
持
ち
石
」
を
死
者
供
養
の
霊
場
巡
り
の
際
に
拾
っ
て
帰
る
。
安
産
祈
願
を
組

み
込
ん
だ
海
尊
伝
説
に
は
修
験
が
関
与
す
る
と
い
う
。

　
一
方
、
西
の
寄
浪
と
反
対
の
大
畑
町
の
恐
山
参
拝
ル
ー
ト
に
も
海
尊
伝
説
が
あ
る
。
曹
洞

宗
寺
院
の
大
安
寺
や
門
前
近
く
の
住
吉
神
社
の
修
験
が
関
わ
っ
て
い
る
。
海
尊
伝
説
に
は
、

大
安
寺
の
開
山
の
和
尚
一
東
異
寅
も
関
係
し
、
宮
古
の
黒
森
山
を
大
畑
に
勧
請
し
た
と
い
う

指
摘
は
興
味
深
い
。
そ
の
一
東
和
尚
は
晩
年
、
故
郷
の
宮
古
の
豊
間
根
で
即
身
成
仏
に
よ
る

入
定
を
果
た
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
三
陸
海
岸
か
ら
下
北
半
島
に
至
る
海
岸
沿
い
に
は
修
験
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と
関
係
す
る
海
尊
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　
　

　
「
変
貌
す
る
海
尊
像
」
は
、
黄
表
紙
の
『
駿
河
清
重
伊
達
紙
子
笈
捨
松
』
に
描
か
れ
た
海
尊

像
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
物
像
は
修
験
が
持
っ
て
い
た
海
尊
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く

変
貌
し
て
登
場
す
る
。
海
尊
は
、
義
経
主
従
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
も
、
諸
悪
を
懲
ら
し
め

る
怪
力
と
い
っ
た
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
に
変
身
し
て
い
る
。
黄
表
紙
は
、
義
経
の
敵
討
ち
を

ベ
ー
ス
に
、
江
戸
の
中
期
に
あ
っ
た
百
姓
娘
に
よ
る
仇
討
ち
事
件
「
奥
州
自
石
噺
」
を
見
立

て
に
利
用
し
て
い
る
と
説
く
。
さ
ら
に
事
件
は
実
録
体
小
説
『
慶
安
太
平
記
』
に
も
取
り
込

ま
れ
、
こ
こ
に
も
別
人
の
海
尊
が
登
場
す
る
。
江
戸
の
悪
所
で
あ
る
芝
居
等
に
お
け
る
海
尊
は
、

抑
圧
さ
れ
る
都
市
民
の
願
望
を
担
っ
た
人
物
と
し
て
、
東
北
の
修
験
が
残
し
た
仙
人
像
と
は

大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
海
尊
像
を
対
比
さ
せ
た
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
な
か
っ
た
独
自
な
視
点
と
い
え
る
。

　
第
二
部
の
「
『
正
法
寺
開
山
記
』
と
奥
浄
瑠
璃
」
は
、
東
北
の
曹
洞
宗
本
山
と
謳
わ
れ
た
奥

州
市
水
沢
区
の
「
正
法
寺
」
に
関
わ
る
語
り
物
で
あ
る
。
正
法
寺
の
開
山
で
あ
る
無
底
和
尚

の
出
生
の
由
来
を
描
い
た
『
正
法
寺
開
山
記
』
は
、
い
わ
ゆ
る
曹
洞
宗
通
幻
派
が
喧
伝
す
る
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祖
師
通
幻
の
出
生
由
来
に
関
わ
る
物
語
で
あ
る
が
、
通
幻
が
無
底
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
地
域
事
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。『
正
法
寺
開
山
記
』
は
奥
浄
瑠
璃
の
形
式
の
六
段
仕
立

て
の
物
語
構
成
に
「
伊
勢
参
り
」
を
取
り
込
ん
で
舞
台
化
を
目
ざ
し
た
が
江
戸
末
期
に
舞
台

も
廃
れ
、
つ
い
に
口
演
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
生
と
死
の
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
男
女

が
結
ば
れ
る
と
い
う
「
死
後
結
婚
」
の
習
俗
を
取
り
込
ん
だ
の
は
、
地
域
が
ら
と
い
う
指
摘

は
的
確
で
あ
る
。

　
「
昔
話
「
幽
霊
女
房
」
と
通
幻
」
は
、
語
り
物
を
昔
話
化
し
た
「
幽
霊
女
房
」
を
取
り
上
げ
、

曹
洞
寺
院
の
布
教
の
物
語
が
降
下
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
伝
承
分
布
は
広
範
囲
に
亘
っ
て

い
。
昔
話
の
裾
野
や
享
受
層
が
語
り
物
よ
り
も
広
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

　
第
三
部
「
『
清
悦
物
語
』
の
在
地
性
」
は
、「
清
悦
物
語
』
が
ど
の
よ
う
に
生
成
、
享
受
さ

れ
て
き
た
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
最
初
の
「「
仙
北
次
郎
物
語
」
の
語
り
手
」
は
、『
清
悦
物
語
』

の
三
部
構
成
の
「
仙
北
次
郎
物
語
」
を
話
題
に
し
た
も
の
で
、
高
館
合
戦
後
の
残
党
の
捕
縛

を
話
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
秋
田
城
之
助
一
族
の
系
統
を
批
判
し
て
い
る
が
、
実
は
主
人

公
が
秋
田
実
季
で
あ
る
こ
と
が
、
小
浜
の
空
印
寺
近
く
の
羽
賀
寺
の
縁
起
や
書
状
か
ら
明
ら
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か
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
秋
田
氏
の
本
姓
や
系
図
へ
こ
だ
わ
り
、そ
し
て
「
仙
北
」
の
「
常
陸
房
」

と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
と
い
う
。
物
語
の
書
写
に
か
か
わ
る
語
り
手
の
特
定
は
優
れ

た
成
果
で
あ
る
。

　
「
「
高
館
合
戦
物
語
」
と
津
波
」
は
、「
高
館
合
戦
」
の
舞
台
が
、
平
泉
で
は
な
く
仙
台
藩
の

名
取
を
舞
台
に
構
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
戦

中
の
「
二
度
の
津
波
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
平
泉
で
は
な
く
名
取
に
お
け
る
実
際
の
津
波
を
も
と

に
物
語
が
構
想
さ
れ
た
と
分
析
す
る
。
直
接
の
証
拠
に
乏
し
い
が
、
し
か
し
、
状
況
証
拠
の

積
み
重
ね
か
ら
な
る
推
論
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
『
清
悦
物
語
』
と
諸
本
」
は
、
現
存
す
る
『
清
悦
物
語
』
の
諸
本
を
整
理
・
分
類
し
、
系

統
立
て
て
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
本
の
多
く
は
南
部

藩
や
仙
台
藩
に
残
さ
れ
、
奥
浄
瑠
璃
風
の
内
容
や
高
館
合
戦
語
り
に
主
軸
を
置
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
の
語
り
に
関
わ
る
勢
力
が
関
与
し
た
と
説
く
。

　
第
四
部
の
「
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
在
地
性
」
の
二
本
の
各
論
の
う
ち
、「『
鬼
三
太
残
齢
記
』

と
会
津
街
道
」
は
、『
義
経
記
』
の
「
北
国
落
ち
」
の
コ
ー
ス
と
は
異
な
り
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
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で
は
二
手
に
分
か
れ
る
が
、
越
後
か
ら
会
津
を
抜
け
て
平
泉
に
到
る
コ
ー
ス
を
中
心
に
置
い

た
考
察
で
あ
る
。
江
戸
期
の
越
後
か
ら
会
津
へ
の
街
道
は
、
地
震
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
が
変
更

す
る
が
、
そ
の
災
害
後
の
ル
ー
ト
に
従
い
、
会
津
坂
下
の
地
を
抜
け
、
福
島
の
地
で
佐
藤
兄

弟
の
血
縁
と
交
渉
す
る
。
作
品
の
執
筆
の
時
期
や
『
義
経
記
』
の
記
事
を
変
え
た
事
情
等
に

も
触
れ
る
。
作
品
を
歴
史
上
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
と
ら
え
る
手
法
は
手
堅
い
。

　
「
『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
人
物
群
」
は
、
高
館
合
戦
に
お
け
る
和
泉
二
郎
忠
衡
を
め
ぐ
る
関

係
者
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。『
清
悦
物
語
』
の
「
仙
北
次
郎
物
語
」
と
は
違
い
、
『
鬼
三
太

残
齢
記
』
に
登
場
す
る
人
物
群
に
は
、
仙
台
藩
と
関
わ
る
人
々
も
多
い
。
ま
た
、
杉
目
行
信

と
い
う
身
代
わ
り
を
置
い
て
義
経
が
生
き
の
び
た
と
す
る
、
義
経
「
蝦
夷
地
渡
航
」
を
匂
わ

せ
る
の
は
、
平
泉
を
中
心
と
し
た
藤
原
氏
や
秀
衡
崇
敬
の
念
を
反
映
し
た
も
の
と
と
ら
え
ら

れ
る
と
い
う
。
物
語
が
在
地
の
事
情
を
汲
み
取
る
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
伝
承

の
物
語
形
成
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

　
「
結
論
」
は
全
体
の
内
容
を
整
理
し
、
本
論
文
の
達
成
を
確
認
す
る
。
ま
ず
は
伝
説
の
常
陸

坊
海
尊
像
が
二
極
分
化
す
る
時
代
性
、「
正
法
寺
開
山
記
」
や
昔
話
「
幽
霊
女
房
」
が
宗
教
と
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娯
楽
と
地
域
性
と
関
わ
っ
て
伝
承
世
界
を
構
成
し
て
い
る
姿
を
確
認
で
き
た
と
す
る
。
後
半

の
語
り
物
の
世
界
は
、
「
在
地
」
と
い
う
視
点
か
物
語
を
と
ら
え
る
こ
と
の
意
義
を
示
し
た
も

の
と
評
価
で
き
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
東
北
の
根
生
い
の
庶
民
文
学
の
追
跡
を
志
向
す
る
研
究
と
い
え
る
。
も
う
少
し

限
定
し
た
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
江
戸
中
期
か
ら
近
代
と
い
う
時
代
の
、
社
会
層
で
い
え
ば

自
立
し
た
在
地
の
文
化
愛
好
者
た
ち
の
、
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
で
い
え
ば
声
を
中
心
と
し
た
物

語
文
芸
の
世
界
と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
で
き
る
。
こ
の
輪
郭
の
的
確
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、

各
論
を
横
断
し
て
貫
く
統
一
的
な
テ
ー
マ
を
「
語
り
手
」「
宗
教
」「
在
地
」
と
い
っ
た
コ
ン

セ
プ
ト
で
把
握
し
、
こ
の
基
点
か
ら
本
論
文
を
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

総
体
的
に
論
文
の
達
成
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
当
該
論
文
を
「
語
り
手
」
か
ら
と
ら
え
る
場
合
、
そ
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
、
語
り
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物
の
演
者
か
ら
囲
炉
裏
に
象
徴
さ
れ
る
家
庭
内
の
語
り
手
ま
で
を
範
囲
に
、
口
頭
を
手
段
と

す
る
口
演
の
場
を
総
体
と
し
て
把
捉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
で
い
え
ば
、
語
り
物

文
芸
で
あ
る
『
正
法
寺
開
山
記
』『
清
悦
物
語
』『
鬼
三
太
残
齢
記
』
の
作
者
や
写
本
の
書
写

者
か
ら
、
海
尊
伝
説
の
伝
播
あ
る
い
は
記
録
に
携
わ
っ
た
者
、
ま
た
宗
教
的
場
で
の
口
述
者
、

家
庭
内
の
語
り
手
ら
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
語
り
手
の
活
動
か
ら
、

そ
の
文
芸
や
口
承
の
伝
説
や
昔
話
を
照
射
し
、
そ
の
特
徴
を
具
体
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
義
経
を
め
ぐ
る
前
述
書
の
成
立
に
は
、
清
悦
、
鬼
三
太
あ
る
い
は
海
尊
な
ど
と
い
っ
た
人

物
は
、
そ
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
実
体
が
あ
る
も
の
か
、
各
論
考
で
は
語
り
の
テ
ク
ス
ト
の

分
析
か
ら
伝
承
の
地
ま
で
足
を
運
び
、
状
況
証
拠
を
積
重
ね
て
論
じ
て
い
く
。
青
森
県
下
北

半
島
の
海
尊
伝
説
の
痕
跡
か
ら
脇
野
沢
、
大
畑
を
訪
ね
、
修
験
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、

そ
の
宗
教
的
活
動
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
大
畑
の
大
安
寺
で
は
、
開
山
の
一
東
異

寅
が
岩
手
県
宮
古
の
黒
森
神
楽
の
聖
地
と
さ
れ
る
黒
森
山
を
大
畑
に
勧
請
し
た
と
い
う
伝
承

を
指
摘
し
て
お
り
、
修
験
と
海
尊
伝
説
を
結
び
つ
け
る
根
拠
と
し
て
の
信
憑
性
が
高
い
。

　
一
方
、
ロ
ー
カ
ル
な
海
尊
伝
説
だ
け
で
な
く
、
江
戸
の
黄
表
紙
の
海
尊
像
等
に
触
れ
た
の
は
、
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共
時
的
人
物
像
を
抽
出
す
る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。「
駿
河
清
重

　
伊
達
紙
子
笈
捨
松
」

に
登
場
す
る
妖
魔
性
に
彩
ら
れ
た
海
尊
は
、
同
時
代
と
し
て
は
異
質
な
造
型
で
あ
る
。
江
戸

の
都
市
の
草
双
紙
作
家
が
と
ら
え
る
海
尊
は
、
在
地
の
伝
説
が
新
た
に
飛
翔
す
る
姿
で
あ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
伝
説
研
究
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
の
先
見
性
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
続
く
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
宗
教
」
に
視
点
を
向
け
る
な
ら
、
薄
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
と

の
関
係
を
深
め
よ
う
と
す
る
修
験
に
対
し
て
、
支
配
権
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
に
地
域

に
勢
力
を
張
り
め
ぐ
ら
す
寺
院
勢
力
の
中
で
、
民
間
伝
承
に
深
く
関
与
す
る
の
が
曹
洞
宗
正

法
寺
で
あ
る
。
そ
の
開
山
で
あ
る
無
底
良
韻
の
縁
起
で
あ
る
『
正
法
寺
開
山
記
』
は
、
曹
洞

宗
通
幻
派
の
僧
侶
が
形
成
に
関
与
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。「
幽
霊
女
房
」
の
昔
話
と
し
て
も
伝

承
さ
れ
る
が
、「
死
霊
結
婚
」
と
い
う
習
俗
を
基
軸
に
、
社
会
的
な
関
心
の
強
い
「
伊
勢
参
り
」

を
添
え
た
物
語
展
開
は
、
浄
瑠
璃
上
演
を
意
図
し
て
の
創
出
と
い
え
る
。
こ
れ
に
曹
洞
宗
が

関
わ
る
の
は
、
土
着
的
信
仰
を
包
摂
し
浸
透
を
図
る
戦
略
で
あ
る
こ
と
を
本
論
考
で
は
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
幕
藩
体
制
の
思
想
的
基
盤
で
あ
る
朱
子
学
を
中
心
と
し
た
儒
教
も
、
海
尊
を
め
ぐ
っ
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て
民
間
伝
承
と
深
く
関
わ
る
。『
東
藩
野
乗
』
に
清
悦
と
並
び
紹
介
さ
れ
る
「
白
石
翁
伝
」
の

翁
は
、
風
貌
や
振
舞
挙
動
に
お
い
て
道
教
的
仙
人
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
白
石
翁
に
傾
倒
、

賛
辞
を
贈
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
仙
台
儒
員
の
遊
佐
木
斎
で
あ
る
。
林
羅
山
の
傾
倒
に
連
な
る

儒
学
者
に
は
孔
子
が
否
定
し
た
「
怪
力
乱
神
」
に
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
を
本
論
文
で
は
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
曹
洞
宗
も
儒
学
者
も
、
支
配
の
一
環
と
し
て
在
地
の
人
心
の
掌
握
に
心

が
け
て
い
る
と
い
う
見
解
は
明
察
で
あ
る
。

　
三
番
目
の
「
在
地
」
に
つ
い
て
は
、
少
し
説
明
が
要
る
。
こ
の
語
は
伝
承
文
学
で
は
都
市

の
文
化
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
、
一
昔
前
の
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
も
と
づ
く
文
化
の
生
成
や
伝

承
の
場
と
い
う
含
意
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
語
り
物
な
ど
を
生
み
出

す
地
域
環
境
の
こ
と
を
さ
す
と
解
さ
れ
よ
う
。『
義
経
記
』
の
最
後
の
高
館
合
戦
以
後
の
「
在

地
」
の
伝
承
が
『
清
悦
物
語
』『
鬼
三
太
残
齢
記
』
で
あ
り
、『
正
法
寺
開
山
記
』
も
そ
れ
に

該
当
し
よ
う
。
舞
台
が
在
地
で
あ
り
、
物
語
内
容
が
そ
の
地
域
性
を
強
く
主
張
す
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
『
清
悦
物
語
』
で
は
奥
州
征
伐
に
関
わ
り
、「
仙
北
次
郎
物
語
」
の
主
人
公
が

誰
で
あ
る
の
か
、
在
地
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
力
学
が
働
く
こ
と
に
な
る
。「「
仙
北
次
郎
物
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語
」
の
語
り
手
」
で
は
、「
秋
田
城
ノ
助
」
の
行
方
を
追
う
。
ま
た
、『
鬼
三
太
残
齢
記
』
で
は
、

義
経
が
蝦
夷
地
渡
航
を
匂
わ
せ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
中
期
ご
ろ
の
仙
台
藩
の
平
泉
地
方
の
事

情
が
、
秀
衡
敬
慕
を
も
含
め
て
忖
度
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
論
文
は
そ
う
し
た
地
域
の
動

向
を
鋭
敏
に
追
究
し
て
い
る
点
が
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
東
北
の
伝
承
文
学
に
つ
い
て
の
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
を
、「
語
り
手
」「
宗
教
」 

「
在
地
」
視
点
か
ら
説
明
し
て
き
た
が
、
当
然
な
が
ら
批
判
す
べ
き
欠
点
や
課
題
も
あ
る
。
本

論
文
は
独
自
性
を
主
張
す
る
余
り
、
勇
み
足
に
近
い
部
分
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
「「
高

館
合
戦
」
に
お
け
る
津
波
」
が
上
げ
ら
れ
る
。
平
泉
の
高
館
合
戦
に
二
度
の
津
波
の
襲
来
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
舞
台
を
名
取
の
高
館
に
比
定
し
た
発
想
は
興
味
深
い
が
、
そ
の

論
証
に
伊
達
政
宗
の
統
治
の
失
策
を
上
げ
た
の
は
少
し
結
論
を
急
ぎ
過
ぎ
た
印
象
が
あ
る
。

当
地
で
の
語
り
物
の
生
成
過
程
を
、
資
料
等
に
よ
っ
て
粘
り
強
く
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
点
、
本
論
文
の
「
序
論
」
で
、
柳
田
國
男
の
「
東
北
文
学
の
研
究
」
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
で
、
物
語
の
形
成
に
「
山
伏
修
験
」
と
地
元
の
「
家
を
愛
し
ま
た
祖
先
を
思
慕
す
る
」

人
々
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
物
語
を
育
む
「
一
族
」「
家
」
の
吟
味
が
本
論
文
で
は
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欠
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
か
つ
て
、
小
池
淳
一
が
義
経
の
借
用
書
な
る

偽
文
書
を
家
や
先
祖
の
権
威
と
し
て
語
る
と
説
い
た
事
と
も
関
係
し
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
後
の

研
究
を
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。
義
経
と
海
尊
と
は
違
う
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
な
ら
ば
そ

の
違
い
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

　
他
に
も
若
干
の
瑕
疵
は
散
見
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
本
論
文
が
到
達
し
、
示
し
た
大

き
な
成
果
に
揺
る
ぎ
は
な
い
。
書
物
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
緻
密
な
調
査
に
よ
る
資

料
収
集
や
論
文
構
成
、
問
題
意
識
、
結
論
等
も
順
当
で
あ
り
、
本
論
文
の
提
出
者
で
あ
る 

三
田
加
奈
は
、
博
士(

文
学)

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
二
年
十
二
月
十
九
日

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
花
　
部
　
英
　
雄
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
大
　
石
　
泰
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
　
　
小
　
池
　
淳
　
一
　
㊞
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三
田

　
加
奈

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、博
士
（
文
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
花
　
部
　
英
　
雄
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
大
　
石
　
泰
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
　
　
小
　
池
　
淳
　
一
　
㊞
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